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B 63 天然藍。染色挙動反v--染色性に関ずる研 艶（第1 報

一ビーカースヶ－ルにおける合成インジゴ≒ の比較
山陽学園短大　○告井明子　田征途－

〔(社)日本家 政学 会

目的　現在、藍染め4 民芸的あるいは趣味的､cifう人心増えマいる。まし ジーンズな
どに合成インジJ" も今く用いられている。ｲ云碗的^ 染め技債の科学的根拠を解明す乙沁
に. この天然藍｡と合成ﾉ1 ンジコ'<n染色,|生£ 比較 し打がら本研 究 琵お μ 。これら・ 染色,>

後術"c 熟 練u 孚し、一般､こ染武-g..ｲ呆存嗜理して何回り 吏用t  ろ方-yi.il ごとられてぃる。そi

で吟[e]|i、研祗的立場ヵヽ ら、簡単1 -一時的に行えるピ ーカ-  染めによゐ1.染め。六め・ 方

法-&麗 立することを目的ヒレ 合成 ／fンジ］"’t比較しつつ検討した。

方活、 綿ブロード`佃屡、4- f･t 被染物 とレ 染料 ヒレマ合成ノ|ンジコ） 用い、澱・'C T七

分明ビ ーカ-  染色 を行っ た。還池剤 として、ハA ド ロサルファイト、アルカリ剤 ヒして、

陥朗色硬用し、いずれV 理論的 宍 染料 い司-M量 を基準ｌ して用いか。ついで、天糸 虹（

ノ1ンド藍 ■ 阿波藍）についても頂］様・検討 臼 お た。各条件下における染ib 上が') の濃 さ

ば、曰iLlOO-10 形分光光波 計にJこり- 栄も濃度k/s 濾 として求め、比軟し八。

祁 栗 天然藍（エ合成/i ンシコにぬ べて、む らを生じにくい。各染料・ だ量t 分析しu 結

果、合成･うンジゴてに 、理爾値とほぼ一致した。K/S 値 から判断 ずると、合成A ソジヱ〉

ノ1ンドｔ 〉阿波i.  ・ 順に色系含屑そμ 今v` ｡･　またこれら３種・ 染料の咸に.  色相 の莱ロl認

められない、h ．沈濯堅今度It. 阿波藍〉／fソドｔ 〉冶ソ朗 ンジゴ(7) "it I- 高く、日光堅平

泉 でμ、基μ護少 で’あっな。ざらに、ノ州 ドロサルファA ト友びUaOH の添ｶﾛ 量・ 変心 させ

に結果・挙動 は、合ﾒ 馴 ンジゴ（ 宛然ｔ でμ、かな0 異-,   7ぃた。これら の解釈につぃ て
ば, 冷性検討t  る予定 で･乃%.

B 64 与那 国島産ワロIヽ ン・ 植物 色素によφM  ･レa  - ス系あよひ･タン･ぐク質系繊

維･り肇色に関 オう研爽

大所市大生侍科 学　〇河原 亜右　皆川基

目的　 天然顧雌製晶り誓色堅ろう椎 乞改善 才う 二とを最終目的ヒして. むくりヽ ら今那 園

鳥7" 生産さなてきた･レタティ. 板花癖 、ミンサーフと･り學 色に羞a した。今回心主として
綿糸, 麻糸、芭焦糸および買 奮与ビり 天然､繊蛙に対 する与耶11 息クロトン色素の2,3  ≪) 基

礎的び唾色挙動を検計 する と共に、直擾繁料てりこ練めさなた綿糸や.  鹸性梁料 で･下嘩､りさ

れた絹糸今クロト ン色素によろ 色止め釣果にっロ て合わせ検討した。

方峨　クロト ン色素・ 梁着量 あよｙ 固着量の測定：日血白紅分光光虚計323 型 を用い.

クロトンの煎汁疲あよひ･ゑ借子タンニン酸水疼痕り紫外部吸収スペクしレ･り特尭波長曲線

と極 大吸収碑長に みiすφ検量･線 を求､り.   残表比 色池により練 を前・後と吸着後<5 吸 光慶 £
測定しヽ 五孝子タ> ニン峡療 草ｲ£てヽ繊維-i % 当りり色素、繁着* あよひ固着量(り) を求り
n 。

結 果　 グn ト ン･り煎汁液 みよひワC7    C7木ルＡ抽出衰を用丿、紫 外部吸収スペグ いレり特
椎償長曲線 をズめ台と. 煎汁液( 塩化々二鉄によろ 呈色反応･ 7" 々 ンニン色素特肩。孝蜂紫

色へ。黒褐 色を示 す) でヽ iT?ﾜ9 。＼こ極 大吸収漕長を示し、樗製さボ心

大吸収娠長27gm,i にほぼ二致 ずるが、グX3ロネ､ﾚA  物裁嶺 では280  ，M，288  km付近 にタン
ニン色兪t.異りJφ 有色鳶 色参加少ヽ t-認められう。クロト ン煎汁貪による綿糸 、麻糸 、芭蕉、

糸 および'絹余り唯色におい ては練俗画3 付it 、練 色温々g5 ± 2･■c, 探 色嶮随9O～izO分閉 てヽヽ

最も高、ノタンニン色素≪5峰 着l-を示し、一方、直捨梁料 で'禁 色した綿糸や、祓准 梁料て･ヽ練

色レに肯 衆て吋 優lれに色止め効果ど深 み･･?)お石色彩効果を示 すこ どび認めら吋 こ。


